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資料１ 

令和２年度 公立大学法人宮城大学の業務の実績に関する評価結果（案） 

Ⅰ 評価の方法 

 委員会による評価は，「項目別評価」及び「全体評価」により行う。 

 なお，項目別評価は，業務実績報告書の様式に示す項目ごとに，その状況を次の５段

階で評定することにより行う。 

評定 評  定  項  目 判 断 の 目 安 

Ｓ 特筆すべき進捗状況にある 委員会が特に認める場合 

Ａ 年度計画を順調に実施している 
自己評価の評定がすべて「Ⅳ」

又は「Ⅲ」 

Ｂ 年度計画をおおむね順調に実施している 
自己評価の評定で「Ⅳ」又は「Ⅲ」

がおおむね９０％以上 

Ｃ 年度計画の実施にやや遅れがある 
自己評価の評定で「Ⅳ」又は「Ⅲ」

がおおむね９０％未満 

Ｄ 
年度計画の実施が遅れており，重大な改善事

項がある 
委員会が特に認める場合 

 

Ⅱ 項目別評価 

（１）評定の状況                           

項目 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

計 

当委員

会の評

価項目 

特筆すべき

進捗状況に

ある 

年度計画を

順調に実施

している 

年度計画を

おおむね順

調に実施し

ている 

年度計画の

実施にやや

遅れがある 

年度計画の実

施が遅れてお

り，重大な改善

事項がある 

第１ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置  

 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 
１～11 

 １ ９ ０ １ ０ １１ 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 
12～17 

 ０ ６ ０ ０ ０ ６ 

第２ 地域貢献等に関する目標を達成するためとるべき措置 
18～22 

 ０ ４ ０ １ ０ ５ 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 
23～28 

 ０ ４ １ １ ０ ６ 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 
29～31 

 ０ ２ ０ １ ０ ３ 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る自己点検・評価並びに当該状

況に係る情報の提供に関する目標を達成するためとるべき措置 32～33 

 ０ ２ ０ ０ ０ ２ 

第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するためとるべき措置 
34～36 

 ０ ３ ０ ０ ０ ３ 

全体 １ ３０ １ ４ ０ ３６  
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（２）項目別評価の具体的な内容について 

第１ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

  (1) 入学者受入方針・入学者選抜に関する目標を達成するための措置 

１  イ 学士課程 （法人自己評価項目№1～6） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 東北地域において，国際化は大きな課題の一つである。留学生を増やし，交

流を深化させる努力を更に望む。（伊藤委員）  

・ コロナ禍でもオンラインオープンキャンパスを開催し，入試説明用動画や模

擬講義，ウェブ入試相談などを行って例年と同様の数の志願者を確保している。

（伊㔟委員，中沢委員） 

 

２  ロ 大学院課程 （法人自己評価項目№7～11） 

【評定】Ｃ 年度計画の実施にやや遅れがある。（Ｃ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定は「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」又は「Ⅲ 

年度計画を予定どおり実施している」が９０％未満であり，当委員会としては，

年度計画の実施がやや不十分であると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 新型コロナウイルス感染症の看護学研究科入学者数への影響は理解できるが，

定員充足率で判断するとＣ評価が妥当と考える。（伊㔟委員，鈴木委員） 

・ 選抜の在り方を検討する必要がある。（伊藤委員） 

・ １０月入学など入学の時期に幅を持たせることで，入学者の確保につながる

と思う。（吉沢委員） 

 

  (2) 教育の内容等に関する目標を達成するための措置 

３  イ 学士課程 （法人自己評価項目№12～24） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」

又は「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」であり，当委員会としては，

年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ コミュニティ・プランナーの今後の活躍に期待する。ただ，コミュニティ・
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プランナーの活動手法もコロナ禍で変化があると思われる。（伊㔟委員） 

・ 宮城大学食産業学群の「食資源開発学類」が無くなり「生物生産学類」が新

たに開設されることとなり，特色が無くなった感がある。新学類では３つの特

徴を活かし，更なる地域社会への貢献を期待する。（伊藤委員） 

・  新型コロナウイルス感染症対応のために，遠隔授業のための「授業実施管理

調整室」の設置やＩＣＴを活用した遠隔授業システム及びマニュアル等の整備

を優先したが，全般的には種々の工夫により，予定していた年度計画を縮小は

しても実行できていると考えられる。（中沢委員） 

 

４  ロ 大学院課程 （法人自己評価項目№25～34） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 入学者個々の学修状況に配慮して，遠隔講義等を取り入れた教育プログラム

を実施し，社会人入学者が既修単位を大学院の修了要件に換算できる規程を整

備した。（中沢委員） 

・ 客観性を確保するために，複数教員による博士論文指導体制を中間発表会な

どに取り入れている。（中沢委員） 

・ 大学院の進路指導に関しては，卒業研究との関連の強化が必要ではないか。

（吉沢委員） 

 

  (3) 教育の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

５  イ 適正な教員配置（法人自己評価項目№35～38）  

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 教員人事は公募制で選考し，４分野（教育力，研究力，地域・社会貢献，大

学運営）による審査を行っている。また，クロスアポイントメント制度も活用

し，昇任の際は職務能力向上計画書をもとに審査を行っている。（中沢委員） 

 

６  ロ 教育及び教員の質の向上（法人自己評価項目№39～42） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」
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又は「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」であり，当委員会としては，

年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 面接授業の割合が６割を超えたことは，ウィズコロナ対策をしっかり行った

結果として評価できる。（伊藤委員） 

・ 教員評価制度を見直して，教員評価制度検討委員会のもとに新しい評価制度

による評価を実施している。（中沢委員） 

・ ＦＤ・ＳＤは，大学全体１件，学群レベル１０件，授業科目レベル９件を実

施している。学群レベルでは，オンライン外部研修の受講や，次期カリキュラ

ム改定方針あるいは実験実習科目の質保証に関するオンラインＦＤが実施され

ている。（中沢委員） 

 

７  ハ 教育環境の整備（法人自己評価項目№43～45） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」

又は「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」であり，当委員会としては，

年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ コロナ禍でのソーシャルディスタンス対策として，座席数の拡大のために，

既存講義室の固定机・椅子の撤去と可動机・椅子の配置を行ったほか，大和キ

ャンパスでは間仕切りの撤去等による研究室・演習室の講義室化，太白キャン

パスでは視聴覚設備の新設，照明・空調設備の更新，可動机・椅子等の整備に

よるメモリアルホールの講義室化を行っている。また，講義室内の換気対策と

して不具合のある窓等の修繕を行っている。さらに，看護学実習を実現するた

め各種シミュレータや看護実習機器をコロナ対策補助金で導入し，実習機会を

確保している。（中沢委員） 

・ 図書館情報システムを更新するとともに，契約型電子書籍を導入してリモー

トアクセスの利用支援を行うなど，自宅でも学修できる環境を整備している。

（中沢委員） 

 

  (4) 学生への支援に関する目標を達成するための措置 

８  イ 学修支援（法人自己評価項目№46～49） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 
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 ・ 授業評価システム（ｎｉｇａｌａ）及び学修状況可視化システム（ａｌａｇ

ｉｎ）についてのミドルＦＤをカリキュラムセンターで実施している。ディプ

ロマ・ポリシーに基づく卒業時の学修成果測定を平成３０年度から試行してお

り，昨年度までの測定結果の分析及び検証に基づいて令和２年度は測定項目を

変更せず，学生がウェブ上から回答できるよう改善を加えて実施しているとあ

るが，これは学生に自らの学修成果を点検・自己評価させるということか。評

価が良くない場合でも，学生を勇気づける方策が欲しい。（中沢委員） 

・ コロナ禍でのレポートの不提出など問題はなかったのか。学生全体の評価と

して，オンライン化でも学生は問題なく過ごせたのか。（吉沢委員） 

 

９  ロ 生活支援（法人自己評価項目№50～52） 

【評定】Ｓ 特筆すべき進捗状況にある。（Ｓ：４人，Ａ：２人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」

又は「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」であり，なおかつ特筆すべき

優れた実績・成果が認められることから，当委員会としては，特筆すべき進捗

状況にあると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 看護学群の専門性を生かした取り組みがよい。 （伊㔟委員） 

・ コロナ禍において，他大学でも行っている当然の行動であるとは思うが，Ｓ

評価とする。（鈴木委員） 

・ 宮城県との連携により，緊急授業料減免制度を策定し，新型コロナウイルス

感染症によって経済的な影響を受けた学生の支援を行っている。（中沢委員） 

 

10  ハ 就職支援（法人自己評価項目№53～57） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ インターンシップ教育のオンライン実施のメリットを活用して，インターン

シップ教育の内容と講義動画のとりまとめを行って学内システム（Ｔｅａｍｓ）

上で継続的に学生が学習できる体制を整え，さらに学生のインターンシップ及

び就活経験を基にした独自教材・動画を開発して教育体制の整備に努めている。

（中沢委員） 

・ キャリア支援ガイダンスやキャリア関連科目，実学教育プログラム，業界研

究セミナー，医療機関等研究セミナーにおいて，遠隔システムを活用して卒業

生を招聘することにより，卒業生や所属企業とのネットワークも拡充できてい
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る。（中沢委員） 

 

11  ニ 社会人・留学生への支援（法人自己評価項目№58～59） 

【評定】 Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 戦略的に国際化を進めるため，県の更なる支援を望む。（伊藤委員） 

・ 社会人学生の就業状況を考慮し，夜間開講，土日開講，夏季・冬季休業期間

での集中講義により授業や研究指導を実施しており，県外の外部講師について

も，遠隔授業によって教育内容の質の維持に努めている。（中沢委員） 

  ・  遠隔授業実施期間中は「留学生オンライン・ラウンジ」を実施し，留学生の

生活面，精神面における支援を行っている点は評価できる。（中沢委員） 

 

 ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

  (1) 研究水準及び研究成果に関する目標を達成するための措置 

12  イ 研究の方向性（法人自己評価項目№60～63） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 企業や自治体から申し込みのあった共同研究・受託研究・奨学寄附金を積極

的に受け入れ，数値目標（５０件）を越える５１件について，地域課題の解決

に寄与する研究を推進している。（中沢委員） 

 

13  ロ 研究水準の向上（法人自己評価項目№64～65） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 積極的な学外公表の実績は評価できる。（伊㔟委員） 

・ 研究成果の学外公表促進を促し，国際ジャーナルや論文誌への論文掲載，学

会発表や学術専門図書の刊行を行ったほか，宮城大学学術機関リポジトリによ

る論文の公表を行っている。作品の受賞や特許取得と合わせて業績数の数値目

標を設定し，ほぼ達成している。（中沢委員） 
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・ コロナ禍で研究ができないという報告が多い中で，着々と論文化が進められ，

目標値を上回っていることは素晴らしい。（吉沢委員） 

 

14  ハ 研究成果の地域社会への還元（法人自己評価項目№66～68） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 企業への技術移転，受託事業，受託および共同研究契約について，今後の成

果に期待する。（伊㔟委員） 

・ 地域連携センターを核とした相談受付及び企業・自治体等訪問により，企業・

自治体等からのニーズと本学シーズとのマッチングを行い，８件の受託事業と

６件の受託研究・共同研究の契約につなげ，研究成果を地域に還元している。

（中沢委員） 

 

  (2) 研究の実施体制等に関する目標を達成するための措置 

15  イ 研究の実施体制（法人自己評価項目№69～71） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】  

・ ＦＳ事業の進展が伺える。今後の目標設定が必要か。（伊㔟委員，中沢委員） 

・  研究活動におけるコンプライアンス及び研究不正に関する教員研修について

は，実例を交えて講師が説明するビデオ研修を実施し，全教員及び関係職員が

受講している。また，学生・院生にはｅ－ラーニングによる研究倫理教育プロ

グラムを継続実施している。（中沢委員） 

 

16  ロ 研究費の配分（法人自己評価項目№72～76） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 「研究の実施方針」及び「教員研究費要綱」に基づき，基礎的研究費を配分

した。一律の基礎的配分に加え，前年度の外部競争的研究資金獲得額等を基に

上乗せ配分を行うとともに，新任教員にも配慮して配分している。（中沢委員） 
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17  ハ 研究者の配置（法人自己評価項目№77） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 教員採用においては，候補者の教育研究業績の審査とともに，研究成果等の

プレゼンテーション及び面接を実施して今後の取組姿勢等を確認し，より研究

力の高い人材の確保に努めている。（中沢委員） 

・ 地域とのマッチングから新しい共同研究が生まれることは，素晴らしい取り

組みと考える。（吉沢委員） 

 

第２ 地域貢献等に関する目標を達成するためとるべき措置 

 １ 地域貢献に関する目標を達成するための措置 

18  (1) 地域社会への貢献（法人自己評価項目№78～83） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

    ・ コロナ禍により一部の公開講座・セミナーをオンライン開催としつつ，一般

向け公開講座，学群企画公開講座，看護職者向け専門講座，自治体・企業向け

セミナー等を開催し，産学官による連携を継続しながら，教育研究資源を還元

している。（中沢委員） 

 

19  (2) 産学官の連携（法人自己評価項目№84～86） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ｓ：１人，Ａ：５人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 産学官連携は，実学を推進する大学として更に強化すべきである。食産業学

群のクローバーウニや障害者支援など，マスコミを活用した展開も特筆したい。

（伊藤委員） 

・ 自治体等からのニーズに対して，地域連携センターの専任コーディネーター

及び学群コーディネーターが企画立案から参画することにより２件の連携事業

が成立し，令和３年３月末時点の市町村等との連携協定数は２８件で数値目標
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（２０件）をクリアしている。（中沢委員） 

・ コロナ禍の有事といわれる時期に，看護教員をはじめ多くの教職員の社会貢

献は素晴らしい。（吉沢委員） 

 

20  (3) 大学間及び高等学校との連携（法人自己評価項目№87～89） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 高等学校新学習指導要領で展開される「総合的な『探究』の時間」への対応

として，県内９校の高等学校から依頼を受け，高校生向けの課題探究支援を実

施した。（中沢委員） 

 

21  ２ 国際交流等に関する目標を達成するための措置（法人自己評価項目№90～96） 

【評定】Ｃ 年度計画の実施にやや遅れがある。（Ｂ：２人，Ｃ：４人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定は「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」又は「Ⅲ 

年度計画を予定どおり実施している」が９０％未満であり，当委員会としては，

年度計画の実施がやや不十分であると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ オンラインを活用した取り組みの積極的な展開を評価できるのではないか。

（伊㔟委員） 

・ 外国人留学生を対象とした入学枠の長期的目標を３０％としている以上，Ｃ

評価とせざるを得ない。県として宮城大学として，３０％も留学生を入学させ

る意味があるのか疑問である。（鈴木委員） 

・ 全学生に占める外国人留学生の割合が約２％で，外国人留学生を対象とした

特別入学枠の長期的な目標の３０％には遠く及んでいないが，外国人留学生を

増やすには国際学生寮等への配慮も必要であり，息の長い事業戦略が必要不可

欠と考えるため，評価をＢとした。（中沢委員） 

・ コロナ禍では実際的な交流はできなかったが，ここで交流が断ち切れること

がないように，継続のための努力をしていることは認められる。（吉沢委員） 

 

22  ３ 東日本大震災からの復旧・復興支援に関する目標を達成するための措置 

   （法人自己評価項目№97～100） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で
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あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 看護学群では「災害看護プログラム」のポートフォリオを活用し，教員によ

るフィードバックにより，履修学生の自主活動の継続を支援した。また，事業

構想学群では，復興庁が主催する「復興ビジネスコンテスト」に１８人が参加

し，２組が優秀賞及び企業賞を受賞している。（中沢委員） 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 １ 運営体制の改善に関する目標を達成するための措置 

23  (1) 理事長を中心とする運営体制の構築（法人自己評価項目№101～105） 

【評定】Ｂ 年度計画をおおむね順調に実施している。 

（Ａ：１人，Ｂ：３人，Ｃ：２人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定は「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」が４項目

（８０％），「Ⅱ 年度計画を十分に実施していない」が１項目であるものの，

「Ⅱ」の自己評価の要因である監査体制の不備以外はおおむね順調に実施して

いると判断されるため，当委員会としては，理事長を中心とする運営体制の構

に関する目標を達成するための法人の措置としては，年度計画をおおむね順調

に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 県の監査委員から令和元年度財務諸表の誤りを指摘された以上，Ｃ評価とせ

ざるを得ない。（鈴木委員，中沢委員） 

・ 理事長の運営は適切だと考えるが，外部研究補助者の業務管理について文部

科学省から指摘を受けているため，Ｂ評価とする。（中島委員） 

・ 一昨年と比較して，理事長がリーダーシップを発揮していると思う。（吉沢委

員） 

 

24  (2) 戦略的な予算等の配分（法人自己評価項目№106） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 大学の財政状況や年度計画の達成に配慮した予算編成の基本方針を策定し，

役員によるヒアリングを実施した上で，第３期中期計画の資金計画を踏まえた

予算編成を行っている。（中沢委員） 

 

25  (3) 学外の有識者等の登用（法人自己評価項目№107～108） 
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【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 経営審議会の学外委員が過半数となる状態を維持している。（中沢委員） 

 

26  ２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№109） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 戦略的な外部資金の獲得とそれらを積極的に活用した地域未来研究及び地域

との共創を推進する新組織「研究推進・地域未来共創センター」の設置のほか，

導入予定のリサーチアドミニストレーター（ＵＲＡ）と地域連携コーディネー

ター（ＣＤＮ）を含めた研究推進・地域連携のマネジメント機能強化のための

準備が進められている。（中沢委員） 

 

27  ３ 人事の適正化に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№110～112） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 事務職員については計画的採用により４名を採用し，令和３年３月現在でプ

ロパー化率８３％である。目標管理制度を導入し，年度目標を立て実績を評価

する仕組みを運用している。（中沢委員） 

 

28  ４ 事務等の効率化・合理化に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№113～114） 

【評定】Ｃ 年度計画の実施にやや遅れがある。（Ｂ：１人，Ｃ：５人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定は「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」又は「Ⅲ 

年度計画を予定どおり実施している」が９０％未満であり，当委員会としては，

年度計画の実施がやや不十分であると判断する。 
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【評定に当たっての意見等】 

・ 今年度の目標が未達というものではないと考える。（伊㔟委員） 

・ 新たな統合システムの構築を速やかに進めていただきたい。（鈴木委員） 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

29  １ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標を達成するための措置 

   （法人自己評価項目№115～119） 

【評定】Ｃ 年度計画の実施にやや遅れがある。（Ｃ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定は「Ⅳ 年度計画を大幅に上回って実施している」又は「Ⅲ 

年度計画を予定どおり実施している」が９０％未満であり，当委員会としては，

年度計画の実施がやや不十分であると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 外部研究資金の獲得額が，第２期中期計画で設定されていた令和２年度目標

額（２５０,０００千円）及び暫定評価後の年度計画目標額（１９０,０００千

円）を大きく下回る結果となっているのは残念である。（中沢委員） 

・ 科研費の採択，受託研究費の受け入れの可否について，もう少し分析する必

要があるのではないか。学内限定の研究費の獲得と科研費との関係，教員評価

との関係など，もう少し競争力を高める仕組みが必要ではないか。（吉沢委員） 

 

30  ２ 経費の抑制に関する目標を達成するための措置（法人自己評価項目№120～123） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 昨年度，複数年契約で締結した大和キャンパス施設管理等総合業務委託にデ

ザイン研究棟の管理業務を追加する変更契約を締結し，経費削減を推し進めて

いる。（中沢委員） 

 

31  ３ 資産の運用管理の改善に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№124～125） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 「大和キャンパス等再編整備基本計画」に基づいて，大和キャンパスではデ
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ザイン研究棟への移転跡地となった実習室等を講義室へ転換し，さらに太白キ

ャンパスではメモリアルホールの講義室化を行い，施設の有効活用を推進して

いる。（中沢委員） 

 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る自己点検・評価並びに当該状況に係る

情報の提供に関する目標を達成するためとるべき措置 

32  １ 自己点検・評価の充実に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№126～129） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 各種外部評価や自己点検・評価の結果について，学内の各会議体において共

有するとともに，各部門への指示や学内のとりまとめ作業等を通じて，ＰＤＣ

Ａサイクルに基づく分析及び検討を進め，次年度計画，次期中期計画に反映し

ている。（中沢委員） 

 

33  ２ 情報公開の推進等に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№130～132） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：５人，Ｂ：１人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

 ・ アンケートとその分析が実施できていないことについては，評価に反映させ

るべきではないか。（伊㔟委員） 

 ・ 広報推進体制を活用した情報収集とコンテンツ発信の強化を図るとともに，

プレスリリースを積極的に活用した情報発信を行った。また，県内テレビ局や

新聞社を中心に個別の情報発信も行い，メディア掲載等は平成３０年度のほぼ

２倍に増加している。（中沢委員） 

 

第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するためとるべき措置 

34  １ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

（法人自己評価項目№133～136） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で
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あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 大和キャンパスにおいて，６月末にデザイン研究棟が完成し，８月に研究室

移転を行い供用開始した。デザイン研究棟への研究室移転に合わせ，ゾーニン

グに基づく研究室再配置を行うとともに，移転跡地となった実習室・研究室に

ついて，アクティブラーニングでの使用を視野に入れながら，講義室化を進め

ている。（中沢委員） 

 

35  ２ 安全管理等に関する目標を達成するための措置（法人自己評価項目№137～140） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 情報セキュリティポリシーの整備として，「情報システム及び情報資産の利用

等並びに情報セキュリティ対策に関する規程」を新たに定め，情報セキュリテ

ィポリシーに関する講習会を動画配信により実施している。（中沢委員） 

 

36  ３ 人権の尊重に関する目標を達成するための措置（法人自己評価項目№141～142） 

【評定】Ａ 年度計画を順調に実施している。（Ａ：６人） 

【評定の理由】 

・ 法人自己評価の評定はすべて「Ⅲ 年度計画を予定どおり実施している」で

あり，当委員会としては，年度計画を順調に実施していると判断する。 

【評定に当たっての意見等】 

・ 人権侵害防止及び対策本部会議を６月に開催し，イエローカードの配布等に

より，ハラスメントに関する意識啓発と予防に取り組んでいる。令和２年度に

おいて非違行為は発生していないが，ハラスメント事案が発生した場合の相

談・苦情申し立て窓口の明示，ハラスメント対策としての被害者の救済措置及

び加害者に対する措置の両者は策定しておく必要があろう。（中沢委員） 
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【法人の自己評価における特記事項に関する意見等】 

（教育について） 

・ 休退学の原因として，心の問題が令和になってから増えている。コロナに起因す

るものだけではないのではないか。（伊藤委員） 

・  コロナ禍によって，大学院の定員充足率が昨年よりも減少したことは残念である。

（中沢委員） 

 

（研究について） 

・ 研究に対する積極的な取り組みが評価できると感じた。（伊㔟委員） 

 

（地域貢献等について） 

・ 地域連携センターから改組された「地域推進・地域未来共創センター」が，これ

まで以上に地域貢献されることに期待する。（伊藤委員） 

・ 外国人留学生を増やすには国際学生寮等への配慮も必要であり，息の長い事業戦

略が必要不可欠と考える。（中沢委員） 

・ コロナ禍での宮城大学の社会貢献は素晴らしかったと思う。それが，県民にどれ

だけ伝わっているかが見えて来ないのが，少し残念に思う。（吉沢委員） 

 

（業務運営及び財務内容，その他について） 

・ 地域連携センターの専任コーディネーターが，外部資金における公募情報を学内

に広く提供するとともに，関連する専門分野の教員と申請先との相談の場を設ける

等で申請を支援し，受託事業においては契約８件，受託研究・共同研究においては

採択６件と大きく貢献しているのは，専任コーディネーターの力量であろう。 

（中沢委員） 
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Ⅲ 全体評価 

第１ 教育研究の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

〇  グローバルな視点を備えた人材育成に期待する。（伊藤委員） 

〇  コロナ禍で大変とは思うが，ウィズコロナで何ができるかケースバイケースで前向き

に取り組んでいただきたい。（伊藤委員） 

 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

〇  研究の取り組みは順調に行われているが，科研費等でＵＲＡを導入したことによる成

果はどのようであったか，相談件数など，今後，「研究推進・地域未来共創センター」

をどのように活用していくか，具体的な「見える化」をお願いしたい。（吉沢委員） 

 

第２ 地域貢献等に関する目標を達成するためとるべき措置 

〇  宮城県の産官学連携への取組みを推進し，地域貢献する実学の大学として，特色をさ

らに出してほしい。（伊藤委員） 

○  大学が地域連携を行う一つの手段として，大学院に各自治体の職員を受け入れること

は大きなポイントである。県をはじめ各自治体が取り組めない理由は何か。また，大学

側がその価値を自治体にどう伝えているのか。（伊藤委員）                           

                                  

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

〇  年度計画を順調に実施していると評価する。 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

〇  外部資金取得のための努力は，もう少し必要であると考える。取得状況などの分析と

大学内での公開が必要ではないか。（吉沢委員） 

 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況に係る自己点検・評価並びに当該状況に係る

情報の提供に関する目標を達成するためとるべき措置 

第６ その他業務運営に関する重要目標を達成するためとるべき措置 

〇  業績等を明らかにする年報などの公表もしていただきたい。（吉沢委員） 

 

まとめ 

  法人による自己評価においては，法人自己評価１３３項目中６項目において「Ⅳ 年

度計画を大幅に上回って実施している」，１２２項目において「Ⅲ 年度計画を予定ど

おり実施している」，５項目について「Ⅱ 年度計画を十分に実施していない」とされ

ている。 

  当委員会としては，法人の令和２年度業務の実績について，項目別評価の結果も踏ま

え審議した結果，全体としては年度計画を順調に実施しているものと評価する。 
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  令和２年度は，第２期中期目標期間６年間の最終年度であるとともに，平成２９年４

月にスタートした学群・学類制への移行を柱とする大学改革の４年目である。新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けながらも，全学的な教職員の協力体制のもと，地域と連

携したきめ細やかな教育が実施された点を評価する。 

  一方，大学院の定員充足や外部研究資金の獲得額など，課題とされた事項については，

第３期中期目標期間において，適切な検討がなされることが望まれる。 

  今後，教育，研究及び地域貢献の各領域における成果がより可視化され，宮城大学が

地域と共に歩む公立大学としての認知を一層高めていくことを期待する。 

 


